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TCFD提言への賛同及び J-REIT初となる SBTi認定に関するお知らせ 

 

大和ハウスリート投資法人（以下「本投資法人」といいます。）が資産の運用を委託する資産運用会社であ

る大和ハウス・アセットマネジメント株式会社（以下「本資産運用会社」といいます。）は、この度、TCFD

提言への賛同を表明するとともに、国内賛同企業による組織である「TCFD コンソーシアム」に加入しました

のでお知らせいたします。また、本投資法人は、温室効果ガス削減目標で SBT イニシアティブ（以下「SBTi」

といいます。）による認定を J-REITとして初めて取得しましたので、あわせてお知らせいたします。 

 

記 

 

1.  TCFD提言への賛同及び TCFDコンソーシアムへの加入 

TCFD（Task Force on Climate-related Financial Disclosures、気候関連財務情報開示タスクフォース）は、G20

の要請を受け、金融安定理事会（FSB）により、気候関連の情報開示及び金融機関における対応をどのよう

に行うかを検討する目的で設立された国際イニシアティブです 。TCFD は、企業等に対して、気候変動関

連リスク及び機会に関する「ガバナンス」「戦略」「リスク管理」「指標と目標」について把握・開示するこ

とを推奨する提言を公表しています。 

また、TCFDコンソーシアムは、国内のTCFD 賛同企業や金融機関等が一体となって取組みを推進し、企

業の効果的な情報開示や、開示された情報を金融機関等の適切な投資判断に繋げるための取組みについて議

論する目的で設立された組織です。 

本資産運用会社はこの度、TCFD提言に賛同を表明するとともに TCFDコンソーシアムに加入しました。 

（注）TCFD提言に基づく開示の詳細については、本日付で公表の「TCFD提言への賛同及び J-REIT初となる SBT認定に関する補足
説明資料」をご参照ください。 
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2.  SBTiによる認定の取得 

Science Based Targets（SBT、科学的根拠に基づいた排出削減目標）とは、パリ協定（世界の気温上昇を産

業革命前より 2℃を十分に下回る水準に抑え、また 1.5℃に抑えることを目指すもの）が求める水準と整合

した、5年～15年先を目標年として企業が設定する温室効果ガス排出削減目標のことです。また、SBTiは、

CDP、国連グローバル・コンパクト（UNGC）、世界資源研究所（WRI）及び世界資源保護基金（WWF）が

共同で運営する国際イニシアティブで、SBT目標を設定する企業を認定しています。 

本投資法人はこの度、2030 年度までの温室効果ガス（GHG）排出削減目標を策定し、これらの目標が、

パリ協定が求める水準と整合し科学的な根拠に基づくものであるとして、SBTi による認証を J-REIT として

初めて取得しました。 

 

    
 

 

 

3. 今後の取り組み 

本投資法人は、「サステナビリティ方針」に基づき、サステナビリティへの取り組みを今後も推進してい

きます。 

以 上 

＊ 本投資法人のホームページアドレス：https://www.daiwahouse-reit.co.jp/ 

https://www.daiwahouse-reit.co.jp/

